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☆湖南市農業施策等に関する意見書☆

平成２８年１０月３１日（月）、湖南市農業施策等に関する意見書が服部農業委員会会長から
谷畑市長へ手渡されました。

農業委員会から市長に意見書を提出 意見書の内容について説明

１ 担い手・経営対策について
情報交換ができる連携の場の設定、農産物（野菜等）づくりのグループの育成、
物産品づくりの普及を推進
農業政策に必要な財源の確保
認定農業者等の担い手育成に関する補助・助成の拡充
滋賀県推奨米「みずかがみ」の作付に対する補助・助成についての働きかけ

２ 農地等の保全と有効利用対策について
増加傾向にある遊休農地の有効な農地利用の対策
老朽化が進んでいる農業用排水路施設の積極的な整備
平松、針、夏見地区の換地処分登記が速やかに実施されるよう事務体制の整備

３ 地産地消の推進について
小学校における農業体験学習等を通じた「食農教育」の継続実施
学校給食の地元食材の使用品目増

４ 市民産業交流促進施設（ここぴあ）の活用について
農業振興に繋がる情報収集や情報発信、農業経営や農業学習ができるなど農業
者が多面的に活躍できる施設になるような施設の運営

５ 有害鳥獣被害防止対策について
有害鳥獣の効果的な駆除体制の整備と計画的個体駆除の推進
防護柵の設置等に対する助成の継続・拡充

６ ふるさと納税の推進について
地元特産品の米や下田なす、弥平とうがらしなどを「ふるさと納税制度」に活用し、
農業振興を推進

７ 農業委員会組織の充実について
「農業委員会等に関する法律」改正に伴う事務局職員体制の整備、充実

平成２８年４月の法改正により、昨年まで提出していました「建議」が廃止となり、今回から新
たに「意見書」として提出することとなりました。関係行政機関は提出された意見を考慮しなけれ
ばならないこととなりました。



　 平成２７年１２月１０日（木）開催の第９回農業委
員会総会において松原栄樹前副会長に代わり、
湖南市農業委員会会長職務代理者（副会長）とし

☆ 農地パトロールを実施しました☆

農業委員会法の改正により、農業委員の選出方法が変わりました。新たに推薦・応募による
農業委員と新設される農地利用最適化推進委員が設置されました。

湖南市では平成２８年１２月湖南市議会定例会において「湖南市農業委員会の委員および農
地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について」として提出され、成立いたしまし
た。平成２９年７月２０日以後は、農業委員１４名と新しく設置する農地利用最適化推進委員８
名の体制に移行することとなります。

☆農業委員会法の改正について☆

農業委員１４人・農地利用最適化推進委員８人に決定

☆全国農業新聞を購読してみませんか？☆

全国農業新聞は農業に関わる出来事を詳しくお伝えしています。経営と暮らし

に役立つ農業総合専門紙です。（毎週金曜日発行）

●購読料：月７００円

農業委員会では毎年、農地パトロールを実施しています。今年度から８月を基準としてパト
ロールを実施することとなりました。毎年、耕作放棄地の確認など農地が有効に利用されている
かを点検しています。前年度の地図をもとにして耕作が可能であるか等について検討を行いま
した。

この調査結果をもとに遊休農地の所有者に対して利用意向調査を実施し、今後農地をどのよ
うに利用していくかアンケート形式により回答していただきます。

委員会ではこの意向調査結果を活かし、農地利用の促進を図るために必要な措置などを行っ
ていきます。

新たな農業委員会体制への移行スケジュール

・農業委員・農地利用最適化推進委員の推薦・公募 平成２９年２月１５日～平成２９年３月１４
日

・候補者評価委員会による審査 平成２９年３月下旬～平成２９年４月下旬

・農業委員の選任案件についての議会同意 平成２９年６月 市議会

・新たな農業委員会 発足 平成２９年７月２０日～
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